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利用者各位 

                                     九州大学生活協同組合 

今後のアグリダイニング運営のお知らせ 
 

 

利用者の皆様におかれましては、いつもご利用いただき、ありがとうございます。 

アグリダイニングは本年 9月 1日以降「通常期は昼営業(11:00～14:00)」「閑散期は原則閉店」にて、九

大生協が 3年間運営を継続することとなりました。 

なお本年夏期(9/1～30)に関しては、周知期間等を考慮し従来通り短縮営業(11:00～14:00)を行います。 

組合員の皆様にはご不便をおかけしますが、引き続き、ご利用いただきますようお願いいたします。 

 

１．これまでの経緯 

本年 2月に、契約期間満了に伴うアグリダイニング運営事業者選定（事業期間 2024年 9月 1日～2030 年

8 月 31 日）の公募がありました。九大生協は 2018 年に運営事業者として選定されましたが、2020 年以降

のコロナ禍の影響等により想定していた利用規模に至らず、開店当初から赤字運営が続いていました。 

「アグリダイニングを含む九大生協の経営状況」と「近隣施設(ビッグどら食堂)により食事提供機能の

代替可能の判断」から、当生協理事会での確認を踏まえて、九大生協はアグリダイニング運営事業者選定

への応募を見合わせることとしました。 

以後、大学担当課様と九大生協の間で 2024年 9月 1日以降のアグリダイニング運営(活用方法等含む)に

ついて、他事業者が運営することも含め協議を重ねて参りました。 

 

２．今後のアグリダイニング運営継続の結論に至った背景 

 5月 25日当生協総代会にて、アグリダイニングの今後の運営について協議を行い、約 7割の総代から「昼

営業のみの営業継続」の立場で下記の経営改善の意見が出されました。 

➢「アグリ独自メニューをブランド化し価格改定(値上げ)する」、「利益率の低いメニューを減らす」 

「W5号館 2Fにテラス席を増やす」、「長期休講期間は閉店する」など 

一方、「営業継続しない」立場の総代からは「九大生協全体の経営を考えると店舗で弁当を販売し、食堂

ホールをイートインスペースにした方が良い」等の意見がありました。 

上記総代会での協議及び本年度(3～6 月)のアグリダイニング経営改善状況を踏まえ、「通常期は昼営業

(11:00～14:00)」「閑散期は原則閉店」にて、経営黒字の可能性があると判断しました。 

 

３．この間のご利用へのお礼とお願い 

本年 3～5月の組合員の皆様の利用結集がアグリダイニング経営改善につながり、昼のみ営業ではありま

すが 9月以降の運営継続に至った旨、あらためて御礼申し上げます。 

引き続き、ご利用いただきますようお願いいたします。 

以上 


